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要 旨
本稿は富山市内にある病弱虚弱特別支援学校の児童生徒と富山大学の外国人留学生が行なった交流について報告
するものである。この交流の第一義的価値は，留学生も児童生徒も普段の生活では得られない貴重な出会いと心の
通う交流の場を得たということである。
交流の場面では留学生たちは，自国でもなかなか出会う機会の得がたい児童生徒たちの心身の状況をよく理解し
た上で，寛容な態度で児童生徒たちに接した。そして，まだ必ずしも完全ではない日本語の運用力を克服しながら
児童生徒たちと交流し，自らの人間力とその重要性にあらためて気付いた。一方，児童生徒たちは「社会見学」と
して普段の生活の場を離れて，自分たちの日常ではほとんど接する機会のない外国人の留学生たちに接し，緊張感
やためらい，躊躇を乗り越えて交流の喜びと学びを得た。そこには，言語の壁や異文化というような障壁ではなく，
お互いに状況が異なる各個人が出会ってそして交流しているという状況が具現していた。
【キーワード】 特別支援学校の児童生徒 外国人留学生 異文化間交流 良き出会い 人間力 喜び 学び
成長
１ はじめに
「異文化との共存共栄はたやすいことではない。国際交流というと何だか有意義で楽しいことだとい
うイメージがある。…中略…自分の本質を厳しく問われ，自分がわからなくなる状況に直面することも
ある。」（八代ほか,1998「はじめに」）
本稿は，富山県立ふるさと支援学校の児童生徒（以下，「児童生徒」とする。）が日常から離れ，「社
会見学」として富山大学を訪れて大学で学ぶ外国人留学生（以下，「留学生」とする。）と出会い，「交
流」を行なった事例を報告するものである。
２ 背景
2-1 富山県立ふるさと支援学校について
所在地：〒939-2607富山県富山市婦中町新町2913
HP：http://www.furusato-sh.tym.ed.jp/
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（写真：富山県立ふるさと支援学校HPより）
以下はHPの「校長挨拶」の引用である。
2-2富山県立ふるさと支援学校における異文化交流活動の位置づけ
同校の「平成26年度 学校総合評価」の3つの重点課題の一つとして，「グローバル教育」が挙げら
れ，それに係る「アクションプラン」が記されている1。本稿で報告する児童生徒と留学生との交流は，
上記アクションプランで実践された様々な「具体的な取り組み状況」の中の一つとして位置づけられて
いる。
３ 「交流」の意義とねらい
3-1留学生にとって
富山県立ふるさと支援学校の行事の一環の「社会見学」として行なわれた留学生との交流（以下，
「交流」とする。）の趣旨とその教育的意義について述べたい。
留学生は一定の日本語教育を受けており，いわゆる日本語によるコミュニケーションはそれほど大き
い問題ではない。しかし，この交流のような機会は児童生徒にとっても非日常であろうが，同時に留学
生にとってもある種の緊張感をもった普段とは違う得がたいコミュニケーションの場になったことは間
違いない。この出会いと交流は，かかる児童生徒の状況をよく知った上であり2，後日の筆者らからの
問いに対する留学生の答えからも，留学生の心の中に深く残っていることがわかり3，そのことに意義
を見出すことができる。
3-2児童生徒にとって
児玉（2009,p246）は公共性を担う教師の異質な他者への開放性のコーディネートについて言及し
ている4。学校教育は同質な集団を形成することにより効率を高めているが，同質性の高さが逆に学び
を妨げる壁となることがある。この矛盾を解決する良い「出会い」（Encounter）は，最良の教育活動
の一つだと考える5。なぜなら異質な他者との出会いは，さまざまな学びを引き起こす力があるからで
ある。教員の大きな役割の一つとして，児童生徒が異質な他者と良い出会いができるよう環境を整える
ことがあると言えるのではないだろうか。
自国を離れて富山大学で学んでいる留学生は，志を持ち何かを成し遂げようと努めている点で，児童
生徒の良いモデルである。「何かを成し遂げたと思っている」大人の言葉は，伝わりにくく，すべてを
見通したような上から目線の言動は，普通の大人であっても共感よりは反感が先に立つであろう。そし
て児童生徒にとって一部の障害がこれを顕著にしている可能性がある。
真摯に何かを成し遂げようという留学生との出会いのねらいはここにあり，後述するように，この留
学生の姿勢が子どもたちの心に届き響いたのではないかと思われる。
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本校は昭和49年2月 富山県より設置認可を受け，同年4月1日 自然に恵まれた羽根が丘に開学した病弱虚
弱特別支援学校です。小学部，中学部，高等部があり，それぞれに訪問教育があります。児童生徒は隣接する独
立行政法人国立病院機構「富山病院」で治療を受けながら学習を行っております。児童生徒の実態は，慢性疾患
が減少し，心身症等で学習や対人関係の悩みから不登校になった児童生徒が増加しています。また，訪問教育で
は身体活動に制限がある重度・重複障害の児童生徒が病棟で学習に励んでいます。
『明朗・克服・協力』を校訓とし，病院や保護者，関係機関との連携を図りながら「児童生徒との信頼関係」，
「専門的知識に基づく一人一人の病状に合わせた支援・指導」を心がけています。また，児童生徒の「長所」を
伸ばし，社会的スキルやコミュニケーション能力の向上を図り，基本的生活習慣を身に付け，希望の進路に向け
た支援・指導に取り組んでいます。
平成23年度から3年間，小学部及び中学部（訪問教育も含む）の児童生徒を対象に，総務省「フューチャー
スクール推進事業」及び文部科学省「学びのイノベーション事業」の指定を受け，取り組んでまいりました。今
年度も継承し，ICT機器を活用して，児童生徒一人一人の感覚・運動機能や学力の向上，社会自立を目指した
教育の充実に教職員が一丸となって取り組む所存です。
「校長挨拶」（http://www.furusato-sh.tym.ed.jp/kouchou.html）より
４ 交流の経緯
交流活動の具体化を，以下のような手順で進めた。
（主要なものを列記する。）
2014年6月24日（火）
意見交換（富山県立ふるさと支援学校の企画について）
場所：富山県立ふるさと支援学校進路指導室
同年7月25日（金） 10:00
富山県立ふるさと支援学校教員が富山大学の留学生に
趣旨説明（第一回）
場所：富山大学共通教育棟E12
同年10月17日（金） 10:00
富山県立ふるさと支援学校教員が留学生に趣旨説明（第二回）
場所：富山大学共通教育棟E12
同年10月31日（金），富山県立ふるさと支援学校の児童生徒･教職員等が富山大学を訪問
同日 10:30～11:30
「授業見学」，児童生徒と留学生との交流
場所：富山大学共通教育棟E22教室
参加した留学生6：11名
（学部留学生：8人，大学院留学生（教員研修生を含む）：3人）
参加した児童生徒7：25名
（小学部：3名，中学部：11名：高等部：11名）
［交流方法］
児童生徒たちは小グループに分かれる。各グループに留学生が数名ずつ入って，児童生徒が留学
生にインタビューを行い，最後にインタビュー結果を児童生徒が全体に発表する。
同年11月27日（木）15:30
意見交換（交流の活動の振り返り）
場所：富山大学国際交流センター１階談話室
５ 実際の交流の時間（10月31日（金）10:30～11:30）の様子
予定時刻の開始とともに児童生徒と留学生の「交流」は静かに始まった。
児童生徒の最初の反応は様々であった。事前学習で質問を考えていたので，訪問前に考えておいた手
順通り質問する児童生徒もいれば，なかなかグループの活動の中に入れない児童生徒もいた。空気が少
しずつ変わってきたのは，質問がある程度進んだ後だった。用意した質問以外のことを尋ねたり，自分
の好きな物について話したりすると，児童生徒と留学生の間に打ち解けた雰囲気が生まれ，それが全体
に広がっていった。児童生徒達にとって留学生と共通の趣味や関心を持っているという気づきは，大き
な発見であり，お互いを名前で呼び合う，個人同士の関係が出来上がっていったと感じられた。児童生
徒の感想には「○○人
ジン
」という書き方ではなく，個々の留学生の名前が書かれていたことにそれが現れ
ていると言える。そして，グループの活動の最初はぎこちなかった児童生徒の表情が，留学生を交えた
グループ毎の最後の記念撮影ではとても良い笑顔に変わっていたことからもうかがえる。
交流の現場に居合わせた筆者らには，「外国人の留学生」と「日本人の児童生徒」という枠ではなく，
日本という外国で頑張っている（たまたま「外国人」である）先輩とこれから成長していこうとする児
童生徒たちとの交流であり，お互いに緊張しながらも温かい眼差しを持って相手の気持ちに近づこうと
する，異文化間の交流の時間を過ごしていたように見えた。
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第一回事前説明
2014年7月25日(金)
６ 交流活動の振り返り
6-1留学生にとっての良き点
富山県立ふるさと支援学校の児童生徒と交流した留学生にとっての良き点を考えてみたい。すでに
3-1に述べたが，留学生たちは，普段は接することが難しいと思われる日本人（の児童生徒）との貴重
な出会いを得た。おそらく留学生は自国でもそのような機会を得ることは稀であろう。そして外国語
（日本語）で一定の配慮をしながらそれぞれの事情を抱える児童生徒たちと交流する，ということを成
し遂げたのである。このことは留学生たちの成長にも良い影響があり，達成感は今後の彼らの心に残り
自信となったと期待される。
6-2児童生徒にとっての良き点
富山大学の留学生と交流した富山県立ふるさと支援学校の児童生徒にとっての良き点を考えてみたい。
留学生はある程度は日本語が流暢であり，児童生徒とのコミュニケーションに大きな障害はなかった。
また，精神的に成熟した成人の大学（院）生であり，児童生徒の言動や行動を寛容な態度で受け止め得
た。配慮が必要な児童生徒がいるグループには，教員経験のある大学院の留学生が入り円滑に交流が進
んだ。また，自国について，自文化について他者に語るのは簡単なようで実は難しいものであるが，高
等教育機関で学ぶ留学生であり異文化の中で暮らしている留学生だからこそ，自国を多面的に見つめ直
して話せていたように思う。そして，富山県立ふるさと支援学校の特に中学部や高等部の生徒にとって
は，年齢の近い存在でもあり，共通の趣味などを見出だし，親近感を感じたようである。
6-3富山県立ふるさと支援学校の「教科」教育との連携
交流活動の中心はインタビューであったが，「社会科」の授業内容につながるような質問ができた。
例えば，留学生の家族に関する当日の質問は，交流の経緯においてお互いを知るためではあったが，後
日の社会科の授業において，中国の一人っ子政策を学ぶ時にインタビュー用紙を見返し，中国からの留
学生と中国以外の留学生との違いが明確にでていて，生徒たちは改めて驚いたという事例を挙げること
ができる。教科書の内容を自分の体験を踏まえて理解するという学習につながったと思われる。
７ 成果として ―異文化交流の力―
相手が外国人であるから異文化交流なのではない。そもそも自分以外のすべての他者との交流は異文
化でしかありえないからである。外国人でなくても，様々な人と接することが人間の成長を強く促す。
価値観や言葉などコミュニケーションの基盤に違いやずれがあると，相手を理解したり，自分のことを
伝えたりするために，それを補おうとする心の働きが生まれる。その働きは自分自身や，自分と相手と
の関係を多面的に見ることにつながり，交流を通して，児童生徒の精神的な成長の土台となったと思わ
れる。
また，人間の心には，異なる外見や文化を持つ人に好奇心を持つという仕組みがあると考えられる。
この好奇心が自己の殻を破る一つの原動力となり，躊躇やためらいを越えて相手（留学生）に積極的
に話しかけ，集中を持続して相手の話を聞くという，まさに児童生徒たちが必要としている活動につな
がった。
一方，留学生たちにとっても得るものは小さくなかった。心身に何がしかの問題を抱えている児童生
徒たちと心の交流できたことは，日本語の言語運用力とは異なるもう一つの得がたい自信にもなり，ま
た自らの人間力のようなものとその大切さに気付けたのではないだろうか。
これは，双方向にもたらされた交流の果実である。異文化交流という活動は，このような人間の成長
を促すという力があることが確認できた。
８ おわりに
筆者（岩瀬）は，アメリカの学校での教育経験や様々な国で自ら体験した「良き出会い」を，児童生
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徒に伝えたいという気持ちを強く持っているが，ただ自分の経験を話すだけでは，大事な事が伝わらな
かった。試行錯誤を重ね，中学部や高等部の学齢の生徒には，自分の体験を踏まえて，今何をしている
のかということが最も心に響くことが再確認できた。本稿で報告する交流の場は，筆者（岩瀬）が一番
大事だと考えているメッセージを児童生徒に伝える場でもあった。
人間には異文化や異集団に対し壁を作りたがる閉鎖的な部分もある。しかし，その壁に囚われてしま
うと，不幸を招くということは，今日の世界情勢を取り上げるまでもなく誰もが分かっていることであ
る。「相手を理解したい。そして自分のことを分かって欲しい」という気持ちがあれば，コミュニケー
ションは真の意味で成立するのである。
この交流はほんの短い時間であったかもしれない。しかし，それは「良き出会い」の場であった。一
人ひとりの人間が互いに良い関係を作りその輪を広げていこうとし，それこそが大きな学びであった。
この「良き出会い」とその異文化間の交流を通して，一人ひとりの人間が自らを世界のために貢献でき
る存在であるのだと思えることが，その最も目指すべき方向の本質ではないだろうか。今後，さらに追
究していきたい。
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注
1 富山県立ふるさと支援学校HP中の「重点課題と評価」（http://www.furusato-sh.tym.ed.jp/test.pdf）より
2 2回の事前説明を行ない，当日に臨んだが，交流活動を終えた留学生の一人は，児童生徒たちの印象を「子ど
もたちは何も特別ではなかった。普通の日本人であった。」と述懐している。
3 学期終了後，今学期で最も心に残ったこととして児童生徒との交流を挙げるものが少なくなかった。
4 小玉重夫は『キーワード 現代の教育学』の「第18章公共性 ―異質な他者への開放性 5ナショナリズムの
後の公共性」（p246-237）の中で，「ナショナリズムの後の公共性を担う教師は，「第三者の審級の超越性を
相対化」（大澤，2007，p620）しローカルな視点にふみとどまりつつ，そこから異質な他者へと開かれた公
共性の通路を探る，ローカルな開放性をコーディネートする教師であるといえるのではないだろうか。すな
わち，俯瞰的全体性のエイジェントとしての教師から，ローカルな開放性をコーディネートする教師へのシ
フトチェンジ，ここにナショナリズムの後の公共性を担う新しい教師の有様が示唆されている。」としている。
5 荻野（1979，p39）は「『出会い』とは，単に『会う』のではなく，固有の自分だけの世界，にせの世界，に
せの自分が生きている状況から『出て』，すなわち出立して相手の世界に『会う』ことなのである…」と述べ
ており，吉田（1983，p262）は（『講座 現代の心理学3学習と環境』の第5章執筆の中で），（荻野，1979）
を引用し，「『出会う』とは，自己の世界を「出て」，他己の世界と「会う」ことだとは，まことにすばらしい
指摘である」と述べている。
6 内訳は下の表の通り。
7 児童生徒には，教職員：24名，医師：1名，看護師：1名（計：26名）が引率し，活動中は静かに児童生徒
に添っていた。また，八尾・婦中ライオンズクラブの2名の方の同行があった。
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所属 国 性 人数
学 部 生
中国 男性 3
中国 女性 1
タイ 男性 1
マレーシア 男性 2
マレーシア 女性 1
大学院生
ホンジュラス 女性 1
ペルー 男性 1
カンボジア 男性 1
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資 料
（1）パンフレット『2014 病気を治しながら教育が受けられる学校 学校要覧 小学部・中学部・高等部・訪問
教育』富山県立ふるさと支援学校
（2）児童生徒の感想（一部）
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・こんなに楽しい1日はなかった。
・■■さんに会えてとてもうれしかった。（文集にインタビューで聞いたことをいろいろ書いていました）。
・実際に個人として会うと，その国の人に対する印象が変わった。 （■■の部分は個人名、筆者）
・日本語が上手で驚いた。
